
 教育目標   

「やさしさいっぱい大麻泉の子」 

◎思いやりのある子 

◎進んで考える子 

◎明るく元気な子 
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夢を追う“泉の子”の姿に感激 

校長 髙橋 恒雄 

 

大麻泉小のグランドデザインには、めざす学校像として、「児童が生き生き活躍する学校」という言葉が

明記されています。冬休み中の学校には、子どもの姿はありませんでした。でも、毎朝届く新聞には、休み

前に投稿した子ども達の作品が掲載され、職員室にあたたかなニュースを届けてくれていました。「表現の

輪」が高学年から、中学年・低学年へと広がった 11 月以降は、川柳 1４句、絵手紙９作品、短歌８首と、

連日“泉の子”の作品がハイペースで掲載されています。地元

の新聞紙面を通して、本校児童の活躍を地域と共有する文化が

定着しつつあり大変うれしく思います。 

年が明けてからは、テレビのニュースからも“泉の子”の朗

報が続きます。本校の卒業生で本校初の W 杯ジャンプ日本代表

選手「二階堂蓮（にかいどうれん）」さんが、W 杯の第 14 戦（オ

ーストリア・インスブルック大会-2026.1.4-）で初優勝したと

いうのです。12 年前、卒業アルバムに『ジャンプで世界一』

と力強く書いた卒業生の“夢”を実現する姿に惜しみない拍手

を送ります。 

新年早々に“泉の子”たちの活躍で明るい気持ちにさせても

らいました。子どもたちに感謝します。二階堂選手のミラノ・

コルティナ五輪での活躍を皆で応援し、江別の町から熱気を送

りましょう。 

▶「子どもが主役」の学校をつくる                               

「未来を担う子どもたちは、江別の宝である」という言葉で始まる『江別市子どもが主役のまち宣言』に基

づき、本校においても「子どもが主役の学校づくり」を進めています。子どもたちは近い将来、激しい変化

が止まることのない時代を生きることになります。その世界を渡っていくために必要な資質・能力を、育成 

                       していく必要があります。学校での経験を通し、自分と 

                        他者のことを理解し、協働して「社会の創り手」と 

                          して解決する力をつけていくことになります。 

                          そのためには、下記の 3 つのことが大切です。 

 ○子どもが主役の授業づくり  

 ○子どもたちの意見が反映する学校づくり 

 ○子どもが安心して学び、遊べる環境づくり 

  本校では、運動会や学習発表会などの大きな行事が 

６年生の手で進める「企画学習」として位置付いており 

                    日常の活動でも全校児童を巻き込む取り組みが、自由な発想 

                    で展開していたり…、『子どもが主役』の教育活動が盛んです。 

                     これからも、子どもひとりひとりにとって、学校生活が 

                    「誰にとっても楽しく」「将来為になる経験が積める」場とな 

                    るよう教育活動を進めてまいりますので、保護者・地域の皆様 

                   には、昨年同様のご支援・ご協力をお願いいたします。 

「しめくくり」の期間を大切に 

 

 
  

重点目標：夢の実現に向け、行動する子どもの育成 ～教職員がいきいき、子どもがいきいき、地域と共にある学校～ 
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